








































It has been said for a long time that academic science ability has fallen, not only at elementary schools 
but also at high schools as a present day subject. However, the actual situation is that teachers have 
become busier with their everyday class work and with educational reform than they have been with 
putting effort into having the pupils become interested in science.
Fundamentally, children are fond of observing experiments and making things by themselves, and 
they are eagerly awaiting a chance to get to work. In this research we showed that Hokuriku Gakuin 
University should have the role of developing children’s scientiﬁ c literacy and of proposing educational 
trials and topics.
＊ Kyoichi TODA 
北陸学院大学　人間総合学部　幼児児童教育学科　
理科
The Role that the University Should Play for the Scientiﬁ c Literacy Promotion



































































　　　　 4 月 16，23日
・エンジョイミッション
　　　　 5 月 23日
・夕暮れ祭り　三小牛ワンダーランド
　　　　 7 月 30日、 8 月 1 日
・弥生小　親子活動おもしろ実験教室
　　　　 7 月 4 日
・長坂小　親子活動おもしろ実験教室
　　　　 9 月 11日
・サテライト親子おもしろ実験教室
　　　　 7 月 17日
・北陸学院小　講演会　　　　資料　5　参照






　　　　 5 月 15日
・泉野小教員研修会
　　　　 8 月 7 日
・大浦小教員研修会　　
　　　　 8 月 21日
・明成小授業力向上研究会
　　　　 9 月 15日、18日
　北陸学院高校と連携して
・おもしろ実験講座　　 6 月 27日
大学コンソーシアムと連携して










































































































































































































































































































































シテイカレッジ① 2009.  4. 16実施
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子どもの科学的リテラシー育成のために大学が果たすべき役割について
シテイカレッジ② 2009.  4. 23実施
「科学的リテラシーの育成」を内容とし次のよ
うな掲示を用意した。
この講座に集まったのは、限られた職員と関係
者だけであった。市民にとって興味・関心のない
テーマだったのかもしれない。このことから、科
学的リテラシーについて一般市民に漫然と語りか
けることの無意味さが感ぜられた。その意味で的
を絞った場の設定が大切であることがわかった。
具体的実践例⑥
エンジョイミッションは学内ネットワーク作り
の場である。北陸学院は幼稚園、小学校、中学校、
高校、短大、大学がそろっている学園である。そ
れらのものを統合的な目で捉え、ネットワークを
構築することが大切である。特に、幼児・児童・
生徒・学生が同時期には、同じ場所で過ごすこと
に意義がある。特に、そのような機会に、科学へ
の興味・関心を持つことで一つにつながり、共に
何かを協力して作ることは、科学的リテラシーの
育成にもつながるものと考える。
ホバークラフトに乗る体験を通して空気の力を
体感し、それを基にミニホバーを作って楽しめた。
幼児から小学生、中学生、高校生、短大、大学生
まで、それぞれの参加者が自分で体験し製作でき
たことに意味ががあった。特に科学実験の場合、
発達段階を考慮しながらも助け合わなければなら
ないことも出てくる。それが興味あるものの場合、
子どもたちは、順番をついても参加したいとがん
ばってくる。その子たちに対応し、科学遊びを指
導できる学生が育ってきていることは、科学的リ
テラシーについて指導できる器が増えてきている
ことを意味する。実験後の満足感につなげるには、
今回のように、簡単なミニホバーなどを用意して
興味・関心の持続を図ることが大切であるといえ
る。
学生自身が準備し、実験を指導し、最後までや
り遂げたられたことも意味があった。昨年の経験
を踏まえ、当日は、落ち着いて対応できていた。
このように学生自身が科学的リテラシーを身に付
けていくことができ、本番でもやり遂げられたこ
とは、指導者として立つ自信につながったものと
思われる。
① 幼稚園児にとっては、ミニホバーづくりと
いう幼稚園ではあまり経験のない分野での
実験に、今後の活動の広まりの可能性を見
つけたようであった。また、日ごろ、子育
ては、母親にまかせきりの父親が、ミニホ
バー作りには目を輝かせて子どもと取り組
む姿も印象的であった。これらのことは、
家庭内での科学遊びの工夫につながり、家
庭における科学的リテラシー育成につなが
るものと考えている。
課題をあげると
① 材料の調達の問題であろう。多くのフイル
ムケースを用意してあったが、予想を超え
る来場者であったため、材料が足らなくなっ
た。次回からは、多めに用意しておかなけ
ればならないと感じた。
② 次に実験スペースのとり方である。風など
を計算して、滑らせる向きや角度を予め予
備実験で確認して始めたが、それでも、当
日は風が強く距離を取れないと感じる場面
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もあった。今後は、広めのスペースを用意
する必要があると感じた。
具体的実践例⑦「県内各小学校でおもしろ科学実
験教室」
この活動は、県内の小学校児童に科学への興
味関心を持たせるために、本年から実施された
ものである。県教委より講師の委嘱を受け実施
している。本年は子どもたちに、空気のふしぎ
を感じ、科学遊びの面白さを実感してもらうこ
とを狙いとして実施してきている。
指導者の養成に生かすため、時に、教員志望
の学生に助手をしていただくことがある。これ
は、より多くの指導の機会を経験し、その難し
さと楽しさを実感してもらい、指導者として立
つ自覚を持ってもらうことを目指している。
成果としては、
4・5・6年生の合同の場合出来上がりの速さ
や、技能面の差が出て、指導が困難な場合があ
る。その中で成果としてあげられることは、指
導に当ってくれた北陸学院大学幼児児童教育学
科 1年の学生たちが、参加後異口同音に参加し
ての充実感を語ってくれたことであった。
子どもたちにとっては、コンデンサーの蓄電
性能は、フイルムケースの中の水の量に関係し
ていることを知ったことが収穫であった。
課題としては
時間的な制約のため、実験時間がゆっくり持
てなかったことである。
具体的実践例⑧「北陸学院大学大学エコおもしろ
科学実験教室を通して」
4月～ 10月
この活動を始めた理由は、幼小中高大が併設さ
れた一貫校のメリットを生かし子どもたちの科学
への興味関心を深め、あわせて、科学的リテラシー
育成を目指せる場を設定したいと考えたからであ
る。
また、その子どもたちと学生たちがものづくり
を通して交流することにより、教えることの喜び、
指導者としての自覚に目覚めてくれることを願っ
てのことであった。その両者にとって都合の良い
昼食後の時間を活用した。
従って、大学食堂に来る小学生たちがその対象
である。
主な実施内容は以下の通りである。
①どんぐりヤジロベー
②牛乳パックの四角い風車
③ペットボトルのトルネード
④ずぼんぼ
⑤フイルムケースのミニロケット
⑥ゴム風船ロケット
⑦白黒メガネのかくし字探し
⑧ 5分でできる簡易押し花づくり
⑨チューブプレイン
⑩チラシで作る恐竜
⑪チラシで作るイヌワシ飛行機
⑫ミニグライダー
⑬牛乳パックで作るブーメラン
⑭ペットボトルで作る針穴虫観察器
⑮からくり人形　
⑯二個のクリップで作るびっくり芋虫君
⑰楊枝とペットボトルのこまづくり
⑱牛乳パックで作る人生裏表
⑲どんぐり剣玉
⑳紙コプター
21 ストロー笛
22 不思議な変わり絵アナモルフォーシス（歪
み絵）
23  ペットボトルで作るドングリおとし
24 ヘロンの噴水
25 ペットボトルで作る鳴門の渦潮
26 にくい輪作り
27 ベンハムのこま
28 木登りどんぐりくん
29 カライドサイクル
30 ヤクルトカップでつくる教訓茶碗
31 ひっくり返るん
　　　　　　　　　等々
成果と課題
日々の実験教室の中での成果として次のことが
挙げられる。
①低中学年を中心に
日々 30名を超える児童がこの教室を訪
れるようになっている。
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具体的実践例⑦　資料
扇台小学校の場合　
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具体的実践例⑧　資料
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子どもの科学的リテラシー育成のために大学が果たすべき役割について
年代も幼稚園、小学生、中学生、短大生、
大学生と幅が広がりつつあること。
②継続して通ってきている子が増えたこと。
③ 興味関心の対象が広がり、自分でも工夫す
る子がでてきたこと。
④ 学生と子どもたちとの接触の機会が増え、
自然な交流が可能になってきていること。
⑤ いろいろなものづくりを通して、科学的リ
テラシーの深まり見られるようになってき
たことである。　　　　
課題としては、次のようなことがあげられる。
① 時間的な制約のため、複雑なものづくりが
できないこと。
② 増加した子どもたちへの指導者が不足気味
であること。
③来室者増加のため材料準備が困難なこと。
具体的実践例⑨
HGCエコおもしろ実験インストラクター養成
講座を開設し、指導者の育成を図った、初級、中
級、上級の③コースを設けた。30個の目標に到
達すると昇級するしくみにしてある。
多くの子どもたちや学生たちが、目的意識を持っ
て努力することができるように設定した。期間も、
場所も自由にし、自分で創作したもので、教師が
認めたものであればそれもカウントされる。
基本的には、小学生は 6年間で、大学生は 4年
間で終了することにした。
また、研究や実験については、その都度教師が
カウントを判断する。
ただここで最も大切にしたいことは、創意工夫
であり、努力すること、向上心を持ち自己のレベ
ルアップを図ることである。
なお、インストラクターの称号を得たものは、
外部のイベントに正式参加を、更には、単独での
開催も認められる。
インストラクターの称号を得たものは、更に上
を目指し、新たなものづくり、創造的なものづく
りにチャレンジすることになる。
また、次の指導者を生む努力もしなければなら
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具体的実践例⑨－資料
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ない。
６．研究の成果と課題
本稿で述べてきた仮説 1から 6について具体実
践例に見られる成果として、以下のことが挙げら
れる。
① 本学で昼食時に開催しているエコおもしろ
科学実験教室に参加する児童の数が安定し、
一日約 20～ 30名となっている。
② 参加児童の学年の幅が着実に広がっている
こと（小 1から中学生まで）
③ 本学の将来教師を目指す学生の参加者が着
実に増えていること（幼保小）
④ 幼、保、小の現場からの派遣の要請が確実
に増えていること。
⑤ 保護者の中から科学実験教室への参加を勧
め、応援してくれる方々がでてきたこと。
⑥ エコおもしろ実験・ものづくりサークルが
学内外のイベントに参加できるようになっ
たこと。
⑦ エコおもしろ実験・ものづくりインストラ
クター制度ができたこと
⑧おもしろ実験事例集ができたこと。
⑨教員免許更新講習の実施校になったこと。
⑩ 県教委・市教委と連携して理科支援ができ
たこと。
課題として挙げられることは
① 科学的リテラシーの育成・深まりには、継
続的な指導が不可欠であるが、時間的制約
からそれが困難なこと。
② また科学的リテラシーの育成には子どもを
取り巻く環境のネットワークづくりが必要
であるが不十分であったこと
である。
おわりに
本稿では、石川の子どもたちの科学的リテラ
シーの養成システムの構築を目指して具体的に取
り組んできた。その結果子どもを取り巻く環境づ
くりをすれば、確実に子どもたちの興味関心は高
まるし、科学的リテラシーの向上が期待できるこ
とが明確になってきた。本年は特に指導者、保護
者の理解を得るためのシステム構築を具体化し
た。
その結果、それが、子どもの科学的リテラシー
の養成にかなりの効果を挙げうることが分かって
きた。今後更に有効なシステムにするには、、そ
れぞれが確実にその役割を果たす努力が必要とな
る。そのためには、それぞれの役割を更に明確に
し、有機的に連携しながら取り組んでいくことが
大切である。その理論的中核を担うのが大学であ
り、そのための人材育成が大学に課せられたつと
めである。
本研究は緒についたばかりである。今後更に課
題の解決に向け努めたい。
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